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使用上の注意事項改訂のお知らせ 
 

高尿酸血症治療剤 

アロプリノールアロプリノールアロプリノールアロプリノール錠錠錠錠100mg100mg100mg100mg「「「「YDYDYDYD」」」」    
    （（（（アロプリノールアロプリノールアロプリノールアロプリノール錠錠錠錠））））    

    
今般、自主改訂により下記の通り使用上の注意事項を変更致しましたので、お知らせ申し上げ

ます。（下線部分が変更箇所です。） 

今後のご使用に関しましては、下記内容をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

記 

改訂後 改訂前 

3.3.3.3.相互作用相互作用相互作用相互作用    

併用注意併用注意併用注意併用注意（併用に注意すること） 
(1)次の医薬品の代謝または排泄を阻害すると
の報告がある。 
薬剤名等 臨床症状・措置

方法 

機序・危険因子

ジダノシ

ン 
健康成人及び

HIV 患者にお
いて、ジダノシ

ンの Cmax 及
びAUCが2倍
に上昇したと

の報告がある。

ジダノシンの

投与量に注意

すること。 
なお、ジダノシ

ンの半減期に

は影響は見ら

れていない。 

本剤がジダノ

シンの代謝酵

素であるキサ

ンチンオキシ

ダーゼを阻害

するため、ジダ

ノシンの血中

濃度が上昇す

ると考えられ

る。 

（改訂箇所のみ抜粋） 

3.3.3.3.相互作用相互作用相互作用相互作用    

併用注意併用注意併用注意併用注意（併用に注意すること） 
(1)次の医薬品の代謝または排泄を阻害すると
の報告がある。 

 

該当項目記載無し 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（改訂箇所のみ抜粋） 
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〈改訂理由〉 

「相互作用」の項に、HIVに対する抗ウイルス化学療法剤ジダノシンとの併用注意を追記しまし
た。 

アロプリノールおよび主代謝物オキシプリノールのキサンチンオキシダーゼ阻害作用により、

ジダノシンの代謝が阻害され、ジダノシンの血中濃度が上昇すると考えられています1）。 

アロプリノールを併用してジダノシンを通常の半量にした場合、通常量投与時とジダノシンの血

中濃度は変わらず、同等の効果も得られたとの報告2）がありますので、本剤と併用する場合はジ

ダノシンを減量するなど注意が必要です。 
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お問い合わせは、担当ＭＲ又は弊社営業本部までご連絡ください。 

㈱陽進堂 営業本部 黒瀬 

TEL 076-465-5181 FAX 076-466-3110 

以 上 


